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ヤマトオートワークスゎ 巐�に送り出す活動も推進しています。�

　平成15年度には、ヤマト運輸整備部門の持つ技

術力とメンテナンススピード、充実した整備インフラ、

多数の有資格者を持つ人材力を結集し、ヤマトオート

ワークス（株）を設立。車両整備事業への参入を

果たし、ホームページ（http://www.yaw.co.jp）も

利用して、営業用貨物自動車分野での浸透を図っ

ています。�

�

デリバリー事業の再構築計画 －宅急便ビジネスモデルの大改革�

　ヤマトグループでは、デリバリー事業を取り巻

く環境の急激な変化をチャンスととらえ、市場

での優位性を確立するため、平成15年４月から

宅急便ビジネスモデルの抜本的な構造改革に

取り組んでいます。�

　今回の構造改革のポイントは２つ。お客さま

に満足していただけるサービス品質を実現する

ためのネットワークの高度化と抜本的な社内

構造改革による経営基盤の強化です。�

　輸送ネットワークの強化のために、宅急便

エリア・センター制と多店舗化を実施していま

す。ネットワークの密度が品質にダイレクトに反


